
令和７年度 都城市立石山小学校 学校自己評価・学校関係者評価書 ＜学校自己評価及び学校関係者評価の評価方法 ４段階 Ａ：期待以上 Ｂ：ほぼ期待どおり Ｃ：やや期待を下回る Ｄ：改善を要する＞ 

      学校自己評価  学校関係者評価 

評
価
項
目 

評価指標 具体的取組 

学校評価アンケート（職員・児童・保護者） 

令和６年１１月下旬実施 回答数職員○名、保護者○名、児童○名 

回答種（％） 

Ａ･･･そう思う       Ｂ･･･だいたいそう思う 

Ｃ･･･あまりそう思わない  Ｄ･･･そう思わない 

回
答
者
別 

総
合
評
価 

評価内容 
評

価 
評価内容 

か
し
こ
く 

１ 児童は、授業

内容を理解し

ていますか。 

〇 主題研究等を通した授業の工夫

改善（1人1授業による授業改善） 

〇 「わさび」を意識した授業（国語・

算数・特別活動）の実践（児童が主

役の授業） 

  

児A 

 

保Ｂ 

 

職Ｂ 

Ｂ 

 

○ 「子どもたちが主役の授業」

となる学び合いのある授業づ

くりを通して、「言語活動の充

実」と「学びに向かう力」の

育成に努めた。 

○ 児童が自分で考える「課題
設定の時間」を中・高学年で
実施し、家庭学習の充実につ
なげた。 

〇 毎週、キュビナの時間を設

定し、繰り返し復習に取り組

ませることで、取組率の向上

につながった。宿題等での活

用により、職員の負担軽減に

つながった。 

〇 図書館サポーターによる給

食中の読み聞かせや図書館環

境の整備により、児童の読書

意欲の向上につながった。 

● 個に応じた指導の充実を図

る必要がある。 

●  学力向上に向けた主題研究

を今後も継続し、授業力向上

を図る必要がある。 

B 

 

〇 学年に応じた分析をして、具

体的に取り組む姿から先生方

の熱意を感じる。 

〇 家庭での携帯の使い方が重

要になってくると思う。 

〇 昼休みに外で遊ぶ児童が多

いわりには、読書によく取り組

んでいる児童が多い。 

〇 電子書籍で読んでいる児童

もいると思う。今後、冊数に入

れるようにしていく。 

● 今後、特性のある児童への指

導を重要視していく必要があ

る。 

● 読書目標があるが、家庭では

携帯等を見ている児童が多い。 

● スポーツ少年団等に入って

いる児童は読書等をする時間

が取れない。 

● 携帯等の活用の仕方を保護

者に啓発していく必要がある。 

２ 児童は、家庭

学習の習慣が

身に付いてい

ますか。 

〇 家庭学習の充実 

（課題を児童に考えさせる取組） 

〇 OJTの充実 

（学び続ける教師） 

 

児Ａ 

 

保Ｂ 

 

職B 

３ 児童は、でき

ない問題がで

きるようにあ

きらめないで

練習していま

すか。 

〇 朝の活動等でのAIドリルキュビ

ナの取組 

〇 よむ YOMU ワークシートの活

用 

 

児Ｂ 

 

保Ｂ 

 

職Ｂ 

４ 児童は、学校

での読書や家

読週間での読

書に取り組ん

でいますか。 

〇 図書館サポーターや家庭と連携

した図書館教育の充実 

（家読週間や読書月間の取組） 

〇 読書活動の充実 

（読書目標到達者 低1０0冊 

 中８0冊 高６0冊）  

児B 

 

保Ｂ 

 

職Ｂ 

や
さ
し
く 

５ 児童は、楽し

く学校に通っ

ていますか。 

〇 「児童一人一人のよさや可能性」

を伸ばす教育の推進 

〇 自他ともに大切と認め合える集

団づくりの推進 

 

児A 

 

保Ａ 

 

職Ｂ 

 

〇 スクールワイドPBSの考え

方（具体的内容）を、機会あ

るごとに伝え、共通理解を図

って取り組むことができた。 

〇 教育相談を定期的にするこ

とで、児童の困り感を早期に

解決することができた。（組織

的対応） 

● ウェルビーングな学校づく

りのために、全教職員でさら

に共通理解・共通実践を図っ

ていく必要がある。 

 

 

〇 登校時、高学年が下学年にや

さしく接している場面を見る

ので、おもいやりの心が育って

いる。 

〇 幼稚園や保育園の年長から

人間関係のトラブルがあるの

で、入学初期段階での丁寧な指

導はとても大切である。 

● 家庭環境を考慮して、児童の

生活面の指導を行う必要があ

る。 

６ 児童は、友達

にやさしく、思

いやりのある

態度で接して

いますか。 

〇 いじめ不登校対策委員会の充実 

〇 教育相談の定期的実施 

〇 全校朝会での講話の充実 

〇 「良い言葉の花」の取組（児童同

士の啓発） 

〇 「言葉づかいビンゴ」の取組 
 

児A 

 

保A 

 

職Ｂ 
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や
さ
し
く 

７ 児童は、自分

から進んであ

いさつや返事

をしています

か。 

〇 あいさつがんばり週間（全職員

による見届け） 

〇 教職員から率先して挨拶をする

取組の実践 

 

児A 

 

保B 

 

職B 

Ｂ 

〇 全職員による見届けや称賛

により、自分からあいさつを

する児童が増えた。 

〇 日常指導や重点指導により

廊下歩行・トイレのスリッパ

の並べ方が向上した。 

〇 授業（特別活動）の工夫・

改善により、児童の自主的な

取組につながった。意欲・態

度面の向上が見られた。 

● 規範意識の定着では、繰り

返し、継続して、全職員で取

り組んでいく必要がある。（家

庭との連携） 

B 

〇 朝の見守り活動で、挨拶カー

ドを配付する活動から、挨拶を

よくするようになった。高学年 

 が挨拶をすることで下学年も

よくするようになった。 

● 朝登校時、昨年より挨拶する 

 児童が少なくなっている。 

● 挨拶等は家庭環境が影響し 

 ているので、家庭への啓発も必 

 要である。 

８ 児童は、学校

のきまりを守

っていますか。 

〇 廊下歩行・トイレのスリッパ並

べ月間 

〇 学期1回「記名チェックカード」

の取組 

 

児B 

 

保A 

 

職Ｂ 

９ 児童は、特別

活動の充実に

より課題解決

に向けて取り

組む態度は育

っていますか。 

〇 係活動・委員会活動・クラブ活動

における児童の自主的な取組 

〇 「運動会・すこやかフェスタ」に

おける児童の自主的な取組 

 

児A 

 

保B 

 

職B 

た
く
ま
し
く 

10 児童は、ふ

るさと石山を

よくしようと

していますか。 

〇 学校運営協議会と連携した教育活

動の推進 

〇 学校教育（総合的な学習の時間）の

中で、地域の課題に気付かせる活動

の推進  

児Ａ 

 

保B 

 

職Ｂ 

B 

〇 地域の行事に前向きに参加

しようという意欲が見られた。 

〇 全校朝会の講話によって、立

腰意識の高揚につながった。 

〇 中学校の栄養教諭を招いて

の食育授業は、「食べる力」＝

「生きる力」を育む機会になっ

た。 

● 週末は、スポーツ少年団等の

関係で参加できない児童も見

られた。 

● 立腰の姿勢について、各学級

で定着するための指導を継続

する必要がある。 

● 家庭と連携した食育指導を

行う必要がある。 

B 

〇 昨年度と本年度の比較から

児童の肥満傾向を受けて、食育

指導の充実に取り組むことは

大切なことである。 

〇 「弁当の日」の取組は意義 

 があるので、継続して取り組ん

でいってほしい。 

● 地域の保護者同士の関係が 

 築けていないので、児童の地域

行事への参加が減っている。 

● 歩いて登校する児童を増や 

 すために保護者への啓発が必 

 要である。 

11 児童は、座

っているとき、

立腰の姿勢が

できています

か。 

〇 全校朝会の講話による立腰意識

の高揚 

〇 立腰週間の設定 

 

児B 

 

保B 

 

職Ｂ 

12 児童は、食

事のマナーを

守り、自分で決

めた量の給食

を残さず食べ

ていますか。 

〇 食育の充実 

（栄養教諭を招いての食育授業） 

〇 学担による給食指導の充実 

 

児Ａ 

 

保Ａ 

 

職Ｂ 

い
き
い
き
と 

13 PTA 活動

など学校と家

庭・地域との連

携が図られて

いますか。 

〇 学校運営協議会の充実 

〇 読み聞かせボランティア・紙芝

居ボランティアの活用 

〇 Sigfyの活用 

 

保Ａ 

 

職Ｂ 

A 

〇 学校運営協議会で、よりよい

学校にするための熟議を行い、

学校運営に生かす機会になっ

た。 

〇 Sigfyの活用により、スムー

ズな伝達やペーパーレスにつ

ながった。 

〇  各種通信やホームページ等

で教育活動の様子を発信する

ことにより、家庭や地域の理解

や協力を得ることにつながっ

た。 

A 

〇 Sigfy 配信のアンケートで

効率的に回答できた。 

〇 保護者や地域への情報発信

等がよく図られていると思う。 

● 体験的な活動を充実させる 

ために、さらに地域の人材を活

用する必要がある。 

14 学校便り・

学級通信・ホー

ムページ等で

学校・学級の様

子を知らせて

いますか。 

〇 定期的な学校便り・保健だより・

学級通信の発行 

〇 定期的なホームページの更新 

 

保Ａ 

 

職B 
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